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要旨

放射線照射治療後に同一照射野内に骨肉腫が発生し、放射線誘発肉胞と考えられた l例を経験した。症例は24歳女性、

17年前に左IJ![骨の Ewing's肉IJ重に対して5000radsの放射線治療を受けていた。

今回、左膝、 左下腿痛が持続.1盤強するため来院。画像上、骨Il重揚が疑われ openbiopsyにて ost巴oblastictypeの骨

肉腫と診断された。

キーワード :放射線誘発肉)臣、骨肉腫

はじめに

放射線照射治療を受けた後、長期間経過して同ーの

照射野内に稀に悪性腫揚が発生することが知られてい

る。

今回我々は、左腔骨の Ewing's肉腫に対して放射線

照射治療を行った17年後に、同一照射野内に骨肉腫を

生じた l例を経験したので報告する。

症例

患者 :24歳女性

主訴 :左膝痛、左下腿痛

現病歴 :平成 9年6月頃よ り左Il奈痛があ った。同年11

月頃より左下腿痛も出現し、増強するため平成10年2

月当院整形外科を受診した。

既往歴 :左腔骨の Ewing's肉腫 (7歳)にて放射線治

療 (左Il![骨に5000radsの照射)、小腸の悪性 リンパ腫

(10歳)にて化学療法が行われている。

家族歴 :特記すべき事項なし

入院時検査成績 :ALPが767IU/eと上昇、骨由来の

ALP3が92.3%を占めている。その他異常所見はみら

れない。

左下腿の XP(図 1):左腔骨の近位部に強い骨硬化
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図 1

像が見 られ、骨外にもまだらな陰影を認める。

CT (図2):左腔骨近位部を中心 に骨硬化像が見 ら

れ、周囲には辺緑がリング状に造影される低濃度の腫

癌影を認める。

MRI (図3):腫癌は腔骨骨端部から骨幹中央部にか

けて広がっている。左腔骨近位部は T1強調像、T2

強調像共に強い低信号を呈している。骨外には T1強

調像、T2強調像ともに筋肉と等信号を呈し、強 く不

均一に造影される11重癌が広がっている。

骨シンチ、 Gaシンチ (図4):ともに左腔骨近位部及

びその周囲に集積充進が見られる。

血管造影(図 5):腫癌部には不整な腫蕩血管の増生
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図4

腫蕩濃染f象を認める。特に骨端外側部で著明になって

いる。

病理所見 (図6): open biopsyが行われた。腫傷は

大小様々な類骨を形成し多核巨細胞を混じた異型細胞

が増殖しており 、osteoblasic typeの骨肉腫と診断さ
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図5

れた。

治療 :high doseのメソ卜レキセートにイホスフ アミ

ド、ブレオマイシン、アド リアマイシン、シスプラチ

ンを投与する 、RosenT20protocolを施行、その後左

大腿切断術が行われた。

考 察

放射線照射後長年を経てその照射野内に癌や肉腫が

発生した場合、放射線がその発生になんらかの影響を

もつことが推察される。Cahanら1)は放射線誘発肉腫

を、 ①肉腫の発生部が放射線照射音1)に一致する 、②組

織学的に肉腫であることが確認されている、 ③放射線

照射後比較的長い潜伏期を有 していることと定義 した。

また酒升ニら 2)は、先疾患と誘発肉腫の組織像の異同

及び発生臓器の異問、 連続性の有無から放射線誘肉腫

の確信度分類を行った (表 1)。今回の症例は Cahan

らの基準をすべて満たし、酒井の分類でも確信度の高
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表1 悪性腫蕩照射後における放射線誘発肉腫の確信度分類

~'リ ，疋ー&ー・
項 目

確信度
組織像 発生臓器 潜伏期* Elf{射盟?との関係

l 異なる 異なる 5年以上
A 照射野内

2 異なる 同 じ 。

|司 じ
異なる 。 。
(非連続**)

B 
異なる

2 同 じ (連続)
イシ イン

同 じ
同 じ

ク ィシ1 (非連続)

C 
同 じ

2 同 じ (連続)
イシ ク

キ白血病の場合は除外
“第 l癌の境界より 2cmJ.:JJニ離れる。

い A2に分類されており放射線誘発肉腫と考えてよ

いと思われる。

放射線誘発肉腫の正雄な発生頻度は不明だが

Amendolaら3) は過去50年間に22306~， に放射線治療

を行い、約0.1%の23名に悪性腫療が発生したと報告

している。放射線誘発肉腫の種類は酒井ら2)の本邦の

全国調査で白血病、軟部組織肉Jl重、直腸癌、皮膚癌、

骨肉腫の順であった。その他の報告でも骨肉腫、線維

肉腫、 malignantfibrous histiocytoma等の報告が多

い4)5)。また、 Huvosら6)は66例の放射線照射後の骨

肉JJ重を報告しているが、これは全骨肉腫の約5.5%に

相当する。

放射線誘発肉腫の潜伏期間は3~35年と さまざまだ

が 5~ 15年が多い。

照射量は一般的には2000rads以上とされている

が、 800radsでの報告3)もある。また、 !照射量が増加

するほど対数直線的に増加するという報告i)や、逆に

白血病の場合1000rads以下の比較的低線量で発生率

が高くなるという報告2)もある。

発生機序や原因は不明であるが、ウイルス感染、照

射部位の細胞の突然変異、 DNA障害説、免疫機能低

下等が考えられている 8)。自験例では悪性リンパ腫も

合併しており 何 らかの免疫機能の低下が疑われる O
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放射線誘発肉腫の発生頻度は低 く、また潜伏期間も

非常に長く診断に苦慮することが多いと思われる。自

験例でも放射娘照射後17年経過しており、完全に治癒

したと判断しすでに定期的な観察は行っておらず診断

が遅れたことは否めない。

放射線誘発肉jj重は、放射線照射後長期生存例の増加

とともに今後増加が予想されるが、長期間経過しでも

新たな悪性腫揚が生じる危険性があることを念頭にお

いて注意深い経過観察を行う 必要があると思われる。
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A Case of Postradiation Osteosarcoma 
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A case of postradiation osteosarcoma 

The patient was 24 year old female with left knee and leg pain. She had been irradiated 5000 rads for Ewing's 

sarcoma in th巴sam巴areaof leg， 17 years before. 

1n diagnostic imaging， bone tumor was susupected and diagnosed osteoblastic osteosarcoma histologicaly. This cas巴

is considerd radiation-induced sarcoma. 
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